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昨年 12 月の第 13 回気候変動国連会議（バリ会議）において、「2013 年以降の世界の枠組み」作りのスケジ

ュールが決まった。途上国は京都議定書のもとでは温室効果ガス削減義務を負っていないが、中国・インドな

どの排出量が多い途上国は、2009 年に何らかの削減義務が課される可能性も高まってきた。 
 
また、バリ会議で、気候変動の大きな被害を受ける国への「適応」のための一定の枠組みが構築され、途上

国への「技術移転」に関する取り決めも進展した。 
 
日本は、京都議定書目標達成のために「CDM（クリーン開発メカニズム）・JI（共同実施）」に加え、「国際

排出量取引」を活用する動きも本格化している。例えば、ハンガリー政府から「GIS（グリーン・インベスト

メント・スキーム）」の形でクレジット購入を決定した。 

【日時】2008 年 2 月 28 日(木) 
18：00～21：00 

【会場】國學院大學渋谷キャンパス 

１号館１階１１０３教室 

【交通アクセス】※別紙の地図もご参照下さい 

JR(山手線･埼京線)渋谷駅から徒歩約 13 分。
都営バス(渋谷駅東口のりば、学 03｢日赤医療
センター｣行、運賃 170 円)国学院大学前下車

【参加費】 一般 1,500 円 
（JACSES 賛助会員は無料、サポーター会員は半額）
【主催】「環境・持続社会」研究センター(JACSES)

 
日本政府は、今年 6 月の洞爺湖 G8 サミットで世界の気

候変動対策をリードしたい、としている。世界の有力者が

集まった 1月のダボス会議において、福田首相は、温室効

果ガスの排出削減に取り組む途上国に、5年間で 1兆円規

模の支援をする、と表明した。 
 
2013 年以降の削減義務・適応・技術移転・CDM/JI/国際

排出量取引・援助等は、相互に関連している。本シンポジ

ウムでは、国際状況を共有しつつ、途上国を含む世界規模

で人類が気候変動に対処するために、日本は国際レベルで

いかなる役割を果たすべきか、政策担当者や企業・研究

者・NGO等を交え、議論し共有する。 
 

【プログラム（予定）】 （以下、敬称略） 
第一部 報告（18：00～18：50）

 テ ー マ 報 告 者 

１ 
2013 年以降の国際枠組みと途上国、京都メ

カニズム・ODA の現状 
久島 直人（外務省気候変動室長） 

２ 適応に関する日本政府の取組み 
中川亜起子（環境省地球環境局地球温暖化対策課

国際対策室） 

質 疑 応 答  
＜休 憩＞  
第二部 ディスカッション（18：55～21：00）

◇パネリスト： 山田 健司（新日本製鐵株式会社環境部長）  明日香壽川（東北大学教授） 

 久島 直人                 中川亜起子 

◇司会：古沢広祐（國學院大學教授）／足立治郎（JACSES 事務局長） 

◇論点（案）：2013 年以降の国際枠組みと途上国（特に、セクター別アプローチの可能性・是非）、

適応・技術移転・ODA・京都メカニズムのあり方・日本の役割  
【お申し込み】 

「2 月 28 日シンポジウム参加申込」を明記の上、次の JACSES ウェブサイト・参加フォーム

（ http://www.jacses.org/form/form_event.html ）から、もしくは FAX にてお申し込みください。 

特定非営利活動法人「環境・持続社会」研究センター(JACSES) 担当：荒木 

〒102-0072 東京都千代田区飯田橋 2-3-2 三信ビル 401 

TEL：03-3556-7323 FAX：03-3556-7328 E-mail：jacses@jacses.org 



【國學院大學へのアクセス】 

 

 

【國學院大學内の地図】 

 
 


